
「熱田白鳥の歴史館」の資料から読み解く

日本の森林・林業の変遷

土曜の朝学 あつたを知るミニ講座 【森林編】

熱田白鳥公園周辺は、1615(元和元)年
に白鳥材木役所が設けられて以降、明治、
大正、昭和と幾多の変遷をたどりつつ、平
成８年まで380年の間、貯木場として運営
されてきました。
林野庁中部森林管理局に保管されている

資料に基き、当時の伐木運材（木を伐採し
て、運搬すること）の技術の話をはじめ、
江戸時代から培われてきた日本の林業の技、
そして大切に受け継がれてきた日本の森林
資源の今をご紹介します。

令和5年

10/28
【土】午前10：00～11：00

日時｜10月28日（土）
午前10：00～11：00

講師｜林野庁中部森林管理局名古屋事務所

上席技術指導官 谷澤 恭子氏
場所｜熱田図書館 集会室
定員｜25名 中学生以上
申込｜事前申込、先着順

10月14日（土）
午前10:00～ 電話にて受付

【問合せ】

名古屋市熱田図書館
456-0031

熱田区神宮三丁目1-15
電話：052-671-6600
FAX：052-671-5600

《お願い》
この講座では、マスク着用・手指消毒の
ご協力をお願いします。
体調不良の場合は参加をお控えください。
状況より延期または中止する場合があり
ます

いっしょにページをめくろう!

名古屋市図書館100周年

「熱田白鳥の歴史館」
・開館日：月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始

を除く）
・開館時間：9時00分～12時00分、13時00
分～16時00分（12時～13時は休館）

日本の森を次世代に！


